
工 事 名：九州大学（馬出）生体防御医学研究所増築棟新営その他工事

質　問　回　答　書



質問
No.

図面番号 質　　　　　　　　問 回　　　答

1
現場説明書

Ｐ3

5　施工に関する事項　⑥その他　設備棟及び渡り廊下の取り
壊し工事については、令和7年11月末までに完了予定である別
途工事の完了後に行うものとする。の記載がありますが、工事
着工は令和7年9月1日となっています、別途工事の完了までの
令和7年9月～11月までの3ヶ月間は、本工事が着工できません
ので、解体工事の着手は令和7年12月からとなります、工程検
討の結果工事完了は令和9年3月末迄と考えて宜しいでしょう
か。又、令和79月～11月の3ヶ月間の工事内容を御指示願いま
す。

完成期限は現場説明書P2に記載のと
おりです。令和7年9月～令和7年11
月末までの期間については、現場説
明書P3に記載している、土壌汚染対
策法に基づく「形質変更時要届出区
域内における土地の形質の変更届出
書（12条）」及び「汚染土壌の区域
外搬出届出書（１６条）」の作成・
提出、資材等の手配や仮設工事等で
す。

2
現場説明書

現場説明書別
図

現場事務所の設置場所の記載がありませんが、構内に現場事務
所に設置可能と考えて宜しいでしょうか。又、設置場所を御指
示願います。

現場説明書別図に記載している工事
用地（添付参照）に設置可能です。

3
現場説明書

現場説明書別
図

工事用車両の駐車場の場所の記載がありませんが、構内での駐
車場が可能と考えて宜しいでしょうか、駐車場の利用可能な範
囲を御指示願います。

乗用車等の通常の車両は大学構内の
駐車場が使用可能ですが状況によっ
ては場所指定とします。また、構内
に駐車できない場合は構外への駐車
をお願いいたします。大型車両や特
殊車両については原則仮囲い内とし
ますが、やむを得ない場合は監督職
員との協議とします。

4 A-41図

A-41図　1階 支援･交流ｽﾍﾟｰｽ(大)　D面に下地補強:角型鋼管
W200が3ヶ所の記載になっていますが、A-37図 1階 支援･交流ｽ
ﾍﾟｰｽ(大) Y8通りの壁は、ﾌﾗｯﾄになっていますが、設置方法及
び角型鋼管の材種･寸法が不明です御指示願います。

鋼材□-100x50x2.3を2本並べW200を
確保し、展開図に記載の寸法位置に
開口補強の要領で壁LGS下地スタッ
ドに添わせて設置また上下スラブに
取付金具（Ｌアングル等）で固定と
致します。

5 S-13.A-10

S-13図D通-2160～11～12通の坪庭部分は捨てｺﾝﾋﾟｯﾄと考えてよ
ろしいでしょうか。A-10図ﾋﾟｯﾄ階平面図では斜線はなく相違し
ています。

宜しいです。

6 A-21.A-23

全体東立面図が2枚あるのですが、A-23図は西立面図と考えて
よろしいでしょうか。

宜しいです。

7 S-28.30

S-28図床ﾘｽﾄCS20Aの短辺下端は'D10@100となっておりますが、
S-30図片持ちｽﾗﾌﾞ配筋図では'D13@100と相違しています。S-28
図を正としてよろしいでしょうか。

宜しいです。

8 S-26

柱ﾘｽﾄ　特記事項で2.ﾌｰﾌﾟは溶接閉鎖型とするとなっておりま
すが、中子筋はなしと考えてよろしいでしょうか。

宜しいです。
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工 事 名：九州大学（馬出）生体防御医学研究所増築棟新営その他工事

9 A-27.S-14

A-27図12通+1700ｽﾛｰﾌﾟ部分に擁壁のようなものがありますが、
S-14図構造図はﾋﾟｯﾄとなっており擁壁はありません。詳細をご
指示願います。

G-6を参照ください。

10 S-27.28.04

地上大梁、小梁の増打要領はS-04図5.梁5-8増打補強に倣うと
考えてよろしいでしょうか。

宜しいです。

11 S-14.A-10

床下点検口の数がA-10図とS-14図で相違しています。A-10図を
正としてよろしいでしょうか。

宜しいです。

12 A-32.21

A-32図2階ﾊﾞﾙｺﾆｰ躯体立上り壁の高さ(D-10.D-12)がA-21図の立
面図と逆転しているように見えます。A-21図の立面図を正とし
てよろしいでしょうか。

宜しいです。
A-32平面詳細図のD-10をD-12と、D-
12をD-10と読み替えて下さい。

13 S-01.A-59

A-59図D-201屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄに保護ｺﾝｸﾘｰﾄt60、溶接金網φ6-100と
なっておりますが、S-01図5.鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ2.鉄筋では溶接金網φ
6-150ｘ150となっており相違しています。R階屋上防水押え部
分は溶接金網φ6-100ｘ100と考えてよろしいでしょうか。

宜しいです。

14 S-18

R階の目隠し壁、RC階段、設備基礎、ﾊﾄ小屋のｺﾝｸﾘｰﾄ強度はす
べてFC=33、ｽﾗﾝﾌﾟ18と考えてよろしいでしょうか。

宜しいです。

15 S-31.A-59

S-31図の目隠し壁の主筋は8-D16となっておりますが、A-59図
D209屋上防音壁ではRC基礎主筋が8-D13となっており相違して
ます。S-31図を正としてよろしいでしょうか。

宜しいです。

16 A-20.A-59

A-59図ﾊﾄ小屋4ではｽﾗﾌﾞはねだし寸法が400となっております
が、A-20図ﾊﾄ小屋4ははね出しｽﾗﾌﾞがないように見えます。ﾊﾄ
小屋4のはねだしｽﾗﾌﾞの寸法はA-59図に倣うと考えてよろしい
でしょうか。

宜しいです。
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17 S-14

10～11通、F通+2500部分はｽﾗﾌﾞはなしと考えてよろしいでしょ
うか。ご指示願います。

宜しいです。

18 A-30

床下断熱材1階部分ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt30、2階食事ｽﾍﾟｰｽ下にﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ
ﾌｫｰﾑt50と記載がありますが、t30、t50とも種類はﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
保温板3種と考えてよろしいでしょうか。

宜しいです。

19 -

学校行事(入学試験及び学内試験等)で工事が中止となる期間を
ご教示ください。

R8年1月16～18日、2月25～27日、3
月11、12日については工事中止とな
ります。その他については現時点で
日程が明確ではないため、確定次
第、監督職員より共有いたします。

20 S-13

捨てｺﾝﾋﾟｯﾄ(t=100)の下は砕石は必要でしょうか。必要の場合
は厚さは(t=100)と考えてよろしいでしょうか。

必要です。
厚さは、60㎜です。

21 特S-02

6.ｺﾝｸﾘｰﾄ工事　普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　 躯体FC=33、ｽﾗﾝﾌﾟ18の水ｾﾒﾝﾄ比
は65%以下、単位水量185kg/m3以下、単位ｾﾒﾝﾄ量270kg/m3以上
と考えてよろしいでしょうか。

宜しいです。

22 A-10、S-05

A-10図釜場の詳細図がございましたらご教示願います。 形状は、幅500㎜×長さ1000㎜×深
さ300㎜です。
底版と側壁の厚さは150㎜、配筋は
D10@200シングル
となります。

23 特-03･A-52

特記仕様書-3 16.建具工事　ｶﾞﾗｽ　断熱性による区分 T-3･乾
燥気体の種類 ｱﾙｺﾞﾝの記載になっています、建具表-1図のAW-
108･109･110･111･112の硝子には、ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ入り硝子は製作が
出来ません。AW-108･109･110･111･112の断熱性能 T-3を確保す
る為には、硝子を全て、LOWEｶﾞﾗｽ+ A12に変更する必要があり
ますので、上記の仕様にて見積を計上しても宜しいでしょう
か。

建具表記載の内容としてください。
左記の建具についてのみ乾燥気体の
種類は空気とし、断熱性による区分
は無視してください。

― 以 上 ―



※工事用地の詳細については、監督職員との協議による。

現場説明書別図

記　号

工事用水分岐位置
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ザ
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ジェ

ネ棟

ｺﾗﾎﾞ
ｽﾃ-ｼ

ｮﾝ
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大学
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歯
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館
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ｲﾉﾍﾞ
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験施設

Ｐ
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)

立体
駐車場

立体駐車場
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3.0

ＲＩ
総合

ｾﾝﾀ-

ﾃﾆｽｺ
ｰﾄ

専門
大学院

研究
棟

Ｅ

Ｗ

正門

生体防御医学研究所

夏季主風向

冬季主風向

Ｎ

夏季主風向

Ｎ

冬季主風向

九州大学（馬出）生体防御医学研究所増築棟新営その他工事

Ｗ

Ｅ

※建物内の工事外エリアについては、利用者の安全確保を十分に講じること。

※工事において騒音・振動・粉塵等を最小限に抑える対策を十分に講じること。

※工事用地内の資材等については盗難防止などの対策を講じること。

施 工 条 件

交

交

交

仮囲い(H2000)

パネルゲート(W8000×H2000×2）

工事期間中出入り口

工事位置

工事対象建物

工事用地

工事車両出入口

工事車両及び作業員等進入経路

交通誘導員

馬出キャンパス配置図

着工～
R7.12

末

R8.1～
R8.12

ゴミ置場

現場事務所設置可能範囲

アプローチ整備

（段差解消・配管保護ステップ・草刈り・枝払い・防草シートなど）



⼯事名：九州⼤学（⾺出）⽣体防御医学研究所増築棟新営その他⼯事

指 ⽰ 書



No. 図⾯番号

1 S-13 （修正図参照）

2 S-14 （修正図参照）

3
D-101,D-102
D-111,D-112

（修正図参照）撤去範囲外の壁について、追記しました。

指　示　書
⼯事名：九州⼤学（⾺出）⽣体防御医学研究所増築棟新営その他⼯事

指 ⽰ 事 項

図⾯番号A-10に合わせ、釜場を追加します。

図⾯番号A-10に合わせ、床下点検⼝を追加します。

−以上−
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